編集後記 by unknown
学
会
彙
報
〇
十
月
二
十
三
日(
木)
午
後
ニ
時
よ
り
、
尋 
源
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開
催
さ 
れ
た
。
発
表
者
並
び
に
発
表
題
目
は
次
の
通
り 
で
あ
る
。
「
本
願
念
仏
の
一
道
」
本
学
教
授
藤
嶽
明
信 
「
「逆
対
応
」
の
論
理
と
「
逆
超
越
」!
キ 
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『死
に
い
た
る
病
』
を
め
ぐ 
っ
て
」
大
阪
大
学
名
誉
教
授
細
谷
昌
志 
〇
十
一
月
二
十
日(
木)
午
後
一
時
よ
り
本
学 
講
堂
に
お
い
て
、
学
内
会
員
並
び
に
有
志
に
よ 
っ
て
鸞
音
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
伊
東
慧
明 
氏
よ
り
「曽
我
量
深
先
生
を
憶
う
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
〇
十
一
月
五
日(
水)
午
後
ニ
時
三
十
分
よ
り 
修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表 
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「無
根
の
信
」 
藤
原
友
則 
「
願
生
浄
土
」 
山
本
超
 
「
親
鸞
の
仏
性
観
」 
渕
上
知
明 
〇
十
二
月
四
日(
木)
午
後
五
時
五
十
分
よ
り 
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「本
願
成
就
と
「真
実
証
」
」 
山
本
朋
樹 
「獲
信
」 
川
那
邊
美
法 
「
現
生
正
定
聚
」 
中
山
量
純 
「真
宗
の
学
び
」 
境
川
信
秀 
「
仏
智
疑
惑
の
つ
み
〜
三
願
転
入
の
研
究
〜
」 
足
利
栄
子 
「聞
真
宗
—
真
宗
学
に
お
け
る
聞
の
意
義
」
足
利
智
文 
〇
真
宗
学
会
例
会
活
動
報
告
・
第
三
回
例
会
十
月
一
日(
水)
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
「法
然
の
選
択
思
想
」
博
士
課
程
二
回
生
玉
光
真
人 
「親
鸞
に
お
け
る
名
号
理
解
の
一
考
察
」
博
士
課
程
二
回
生
岩
倉
彰
則 
・
第
四
回
例
会
十
月
二
十
二
日(
水)
午
後
一
時
三
十
分
よ
り 
「親
鸞
の
菩
提
心
観
へ
の
一
考
察
—
菩
提
心
釈 
で
の
元
照
の
引
文
を
通
し
て
—
」
博
士
課
程
二
回
生
藤
原
智
 
「
此
の
顕
真
実
教
の
明
証
な
り
」
博
士
課
程
二
回
生
後
藤
智
道 
・
第
五
回
例
会
十
一
月
十
二
日(
水)
午
後
ニ
時
三
十
分
よ
り 
「
部
落
差
別
問
題
と
真
宗
学
」
本
学
教
授
谷
眞
理
・
第
六
回
例
会
十
二
月
十
日(
水)
午
後
ニ
時
三
十
分
よ
り
「
願
生
浄
土
」博
士
課
程
一
回
生 
佐
々
木
秀
英 
「本
願
成
就
—
親
鸞
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
自 
証
—
」 
博
士
課
程
一
回
生
山
高
秀
介 
・
第
七
回
例
会
十
二
月
十
七
日(
水)
「本
願
に
お
け
る
逆
謗
の
問
題
—
『浄
土
論 
註
』
「
ハ
番
問
答
」
下
ニ
問
を
通
し
て
一
」
博
士
課
程
三
回
生
塚
寄
拓
也 
「真
宗
に
お
け
る
自
覚
的
信
仰
—
「
恩
寵
主 
義
」
の
興
廃
を
通
し
て
—
」
博
士
課
程
一
回
生
楠
寛
大
編
集
後
記
『親
鸞
教
学
』
第
九
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
 
今
号
も
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申 
し
上
げ
ま
す
。
巻
頭
の
水
島
見
一
先
生
の
「金
子
大
榮
『宗 
教
的
覚
醒
』
に
つ
い
て
一
真
宗
と
社
会
—
」
は
、
 
「大
谷
派
教
団
の
戦
後
復
興
の
精
神
性
、
宗
教 
性
に
つ
い
て
」
論
考
さ
れ
て
い
ま
す
。
「真
宗
者
の
歴
史
的
社
会
的
現
実
に
対
す
る
批
判
の
実
103
行
と
責
任
荷
負
の
姿
勢
」
を
先
学
の
求
道
の
姿 
に
尋
ね
、
考
究
さ
れ
た
論
文
で
す
。
下
田
正
弘
先
生
の
「伝
承
と
い
う
い
と
な
み 
—
実
践
仏
教
の
解
釈
学
—
」
は
、
二
〇
〇
七
年 
一
〇
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
真
宗
学
会
大
会 
に
お
け
る
講
演
録
に
加
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も 
の
で
す
。
イ
ン
ド
仏
教
の
研
究
に
お
い
て
一
貫 
す
る
課
題
と
し
て
「仏
教
と
は
何
か
」
と
い
う 
テ
ー
マ
を
か
か
え
て
こ
ら
れ
た
先
生
が
、
こ
の 
問
い
を
解
明
し
て
い
く
視
点
の
一
つ
と
さ
れ
た 
の
が
「伝
承
」
と
い
う
主
題
で
す
。
そ
れ
を
実 
質
的
に
明
ら
か
に
す
る
内
容
と
し
て
「実
践
仏 
教
の
解
釈
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
「伝 
承
」
を
と
ら
え
な
お
す
た
め
の
生
活
世
界
の
実 
践
仏
教
と
い
う
視
点
が
仏
教
を
生
き
た
仏
教
と 
し
て
再
生
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る 
こ
と
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
児
玉
暁
洋
先
生
の
「
信
に
死
し
願
に
生
き 
ん
」
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
〇
日
に
勤
修 
さ
れ
た
曽
我
量
深
先
生
の
鸞
音
忌
法
要
に
お
け 
る
記
念
講
演
録
で
す
。
「曽
我
先
生
を
通
し
て 
清
沢
満
之
と
親
鸞
聖
人
を
一
筋
に
繫
ぐ
流
れ
を 
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
そ
の
報
恩
謝
徳
の
想 
い
と
曽
我
先
生
か
ら
い
た
だ
か
れ
た
汝
「信
に 
死
し
願
に
生
き
よ
」
と
い
う
仰
せ
に
つ
い
て
懇 
切
に
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。
両
先
生
に
は
ご
講
演
並
び
に
講
演
録
掲
載
に 
際
し
ま
し
て
、
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く 
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
の
論
文
、
講
演
録
に
加
え
て
、
金
子
大 
栄
先
生
と
安
田
理
深
先
生
の
講
義
録
を
掲
載
し 
ま
し
た
。
金
子
大
栄
先
生
の
講
義
録
は
一
九
七 
一
年
五
月
一
〇
日
の
大
谷
大
学
に
お
け
る
講
義 
「
『教
行
信
証
』
の
諸
問
題
」
の
筆
録
で
す
。
 
今
号
よ
り
連
載
し
ま
す
が
、
今
号
は
「偏
依
法 
然
と
七
祖
の
伝
統
」
の
題
で
掲
載
し
ま
し
た
。
 
安
田
理
深
先
生
の
講
義
録
は
「
入
出
二
門
の
源 
泉
」
の
筆
録
か
ら
「願
心
と
願
力
」
の
題
で
掲 
載
し
ま
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
惹
起
し
た
『中
道
』
誌
差
別 
事
件
(
曽
我
量
深
先
生
の
講
話
の
中
の
差
別
表 
現
が
そ
の
ま
ま
宗
教
誌
『中
道
』
第
九
六
号
に 
掲
載
さ
れ
た
事
件
。
曽
我
先
生
の
自
己
批
判
は
、
 
大
変
意
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
詳
細
は
真
宗
大 
谷
派
『部
落
問
題
学
習
資
料
集
』
参
照)
に
お 
い
て
、
真
宗
学
同
和
問
題
研
究
協
議
会
は
「曽 
我
量
深
師
の
『異
る
を
歎
く
』
を
承
け
て
」
と 
い
う
見
解
を
出
し
ま
す
。
そ
の
中
に
「
我
々
は
、
 
歎
異
す
べ
き
現
実
に
立
ち
つ
つ
、
『歎
異
す
る 
こ
と
の
で
き
る
人
』
と
し
て
穢
土
を
捨
て
て
浄 
土
に
願
生
し
た
親
鸞
の
よ
う
に
、
足
下
の
一
歩
を
前
に
運
ぶ
の
で
あ
る
か
、
或
い
は
ま
た
娑
婆 
へ
の
執
着
か
ら
こ
の
現
実
に
妥
協
し
癒
着
し
て 
徒
に
『歎
異
す
る
に
す
ぎ
な
い
人
』
と
し
て
終 
る
の
で
あ
る
か
」(
『同
資
料
集
』
一
〇
一
頁) 
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
「歎
異
す
る
こ
と 
の
で
き
る
人
」
と
「歎
異
す
る
に
す
ぎ
な
い 
人
」
と
の
岐
路
を
示
す
も
の
、
そ
れ
が
曽
我
先 
生
の
自
己
批
判
で
あ
り
、
「異
る
を
歎
く
」
に 
確
認
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま 
す
。
「
歎
異
」
と
い
う
こ
と
が
、
歎
異
し
て
い
る 
と
い
う
思
い
に
沈
み
、
歎
異
す
る
に
す
ぎ
な
く 
な
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と 
に
気
づ
か
な
い
。
気
づ
か
な
い
と
い
う
危
機
的 
状
況
へ
の
慙
愧
で
あ
り
自
戒
で
あ
っ
た
こ
の
見 
解
の
精
神
を
、
私
た
ち
は
今
ど
の
よ
う
に
受
け 
継
い
で
い
る
で
し
ょ
う
か
。
歎
異
す
べ
き
現
実
に
立
ち
つ
つ
、
「
歎
異
す 
る
こ
と
の
で
き
る
人
」
か
、
「
歎
異
す
る
に
す 
ぎ
な
い
人
」
か
、
そ
の
岐
路
を
示
す
も
の
、
そ 
の
確
か
め
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
、
今
号
収
録 
の
諸
原
稿
の
拝
読
を
と
お
し
て
あ
ら
た
め
て
学 
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
文
責 
谷)
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